
  

  

今年の挑戦科は、年 3 回、2 時間ずつ行うことにし、第 1 回が 6 月１６日５，６時間目に開催されました。「挑戦科」は加美小学校 

独自のカリキュラムです。目的は、次の３つです。 

① 人類が直面している現代の課題を知り、未来に対し思考することのできる児童を育成すること。 

② 参加型学習をすることで、教師に教えられるのではなく、自分たちの力で問題解決するための話し合いをし思考できる児童を育成すること。 

③ 各学年が単級であることから、４年以上でいつもと違う友達と話し合うことで、より広いコミュニケーション力をつけること。 

 

  今年の課題は４つ「世界の貿易」「平和」「難民問題」「環境問題」です。どのブースでも真剣な話し合いが行われ、４年目になった活動に子どもたちの成

長を感じました。 

  ブースのひとつでは、子どもたちに買い物のシュミレーションをし、買ったものから問題点を考えました。成長を感じたのは、6 年生のリーダーシップ力

です。４，５年生をリードし、意見を求めたり、集約したりしている姿にリーダーとしての責任感と意欲の高まりを感じました。また、最後に行った自由討

論では、５，６年生が自分の意見を堂々と発表し、意見交換をしていました。子どもたちの意見も挑戦科を始めた頃よりも、ずいぶん社会情勢に興味を

もった発言になっていることに驚きました。きっと 4 年生は初めて「挑戦科」に参加し、先輩達の積極的な姿に刺激を受けたと思います。 
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よろこびを地域・保護者とともに紡ぎ、織りなす加美小学校 

   6 月 29 日（木）～30 日（金）6 年生は修学旅行に行ってきました。コロナ禍

の中でなんらかの規制がこれまでありましたが、今年は通常の行程で行ってく

ることができました。お天気にも恵まれ、比較的空いている状況の中で、奈良

京都を回り、外国人の多さに驚かされながらも、再開された東大寺大仏殿の

鼻の穴くぐりも行うことができました。6 年生児童は、助け合いながら、日本の歴

史的遺産を学びそしてみんなで楽しい時を過ごしていました。 
   １日目の食事終了後の反省会では、1 日の振り返りを自分たちで行い、添

乗員さんから「すばらしい 6 年生」だとお褒めをいただきました。 

 

 

コロナ禍の影響で長年行ってきた５年生の海の学習は、研修所の

閉鎖もあり、感染リスクを鑑み山の学習に変えて行っていましたが、

久しぶりに渋川青年の家に１泊２日で行ってきました。 

カッターこぎ、地引き網、筏のりなど、通常のことが全部できたこと

は本当に感慨深かったです。 

カッターこぎで５年生達は、はじめはうまく進まなかったようです

が、力がひとつになったとき、どんどんスピードを出して進むように

なり、遠くまで行くことができたようです。「力をあわせる」ことの大

切さを実感したとてもよい体験になったようです。 

 

  ９月３０日（土）今年度の運動会について 

  今年度の運動会について、第１次のお知らせをします。 

  今年度は、９月３０日（土）午前中に、加美小学校で 

 開催いたします。熱中症を考慮し、時期をずらしています。 

入場者の制限は設けませんが、駐車場は、昨年度のよう 

に、諏訪神社と中央中学校の２カ所をお借りし、送迎バス 

の運行をいたします。 

 近隣の方は、徒歩、自転車、バイクなどをご利用いた 

だきますようお願いします。くわしいことは、２学期始業式 

後にご連絡いたします。 

 


